
組急性期脳櫻暮治ヰ  l¢  18  臨床研究  小川 彰  圭研究において研究期間中lこ114例が  主研究においては維静脈的繊漕環法は  主研究においては繰漕＃法適応決定に  王研究において、初期虚血変化をCTで  本研究成果の一部は2006年脳卒中攣  0  0  0  0  2  0  0  0  0   
法の確立に闇する多  基盤整備  董蜂され、UK群、対照群にそれぞれ57  発症3時間以内の症例に限られ、小捷暮  おいては、現在CTが広く用いられてい  正しく帆影することが工手であることが  会総会で報告した。またその内蓉の一部   
俺牧井向ランダム化  推進研究  例が劃り付けられた。死亡平・書書出血  への雷効惟凋欄いものの、本研究が対  る．しかし、その1体的な運用方法に牌  示された．そのため、マルチメディアコン  まメディカルトリビューン駿に縄粧され   
比せ賦麒（着手医師・  性蒙化に関して治膚＃・対照軌こ雷壬  象としている中大脳動脈閉暮症例に対  しては厚静的にも未だコンセンサスは簿  テンツを利用したCT初期虚血変化読影  た。   
協力者活用に妻する  生を紘めなかった。有効性の検討では、  する書効性は限られている。本研究の  られていない。本研究を通じて、織滞積  馴織システムを開発した。これにより、初   
研究）  90日後mRSl以下の症例、社会檀岬す  緒果では、鷹断は溶療法を行うことによ  法過応決定におけるMEしT暮車を檀弄し  期研鯵臣事において秘卒中診断能力が  

る症例は治■群24例、対照群t3例と書  リ、社会復帰率が有暮に改暮することが  た。MEしT暮準は簡易でありなおかつ、  向上し、全四均霧化がはかられた。今後  
意に治療群にl云帰農好な例が多かった  示さゎた（p＝0．045）。また、本治療を8  非常に明確にそのよ場が文事されてい  ま、治験t理センターを早期に立ち上  
（p＝0朋5）。チームを鳩鞭したことによ  例行えば、1例の症例が恩tを受けるこ  る。今回暮ヽな合併症が少数であったこ  ナ、臨床研究、治則＝関するコンサル  
リヰ床研究の手法、ルールの周知が行  とが統計学的に旺明された。これは棲め  とは、この遇応墓場を明確にしたことも  ティンケ機㈹、プロトコルの立案専を檀  
われrの高い研究が維持され症例数の  て臨床的雷効性がホい。3年間で確立さ  その理由の一つと考えられる。適応に間  供し他機関との共同研項を主導できるス  
増加にもつながった。臨床研究実施チー  
ムの書用性が確駿された。   正されたため、さらなる臨床研究及び治  

験への●加が期得できる。   

★挫血＃上昇の抑制  18  18  臨床研究  北鳳 政史  血♯の上昇は酸化ストレスを引き起こす  心筋梗竃の二次予防により慢性心不全  当研究と平行して、ヨ一口ツ／く心臓竿食  包括医療制度の導入により急性心筋梗  2006年鷹米雇心臓病攣会、bto  2  田  23  u  30  8  10  口  0   
＝よるID筋櫻暮二次  ∵＝；乱  ことが知られており、食後高血糟のみが  愚書の増加を抑制できれば、厚生行政  のガイドラインに心筋攫事後の耐♯柁■  暮を含めた心血tイベントの発症数の  bro∂kわ■C砧caルiさl5●5さ加にて成果を   
予防に関する大規模  推進研究  
薬刑介入臨床研究  がる。   マスコミにも取り上げられた。加えて筆会  

より、研究の詳細を鞭肯すべく寄稿書用  
がなされた．   

症例に対して、αケルコシダーゼ阻書藁  
により食後の血鴫上昇を抑えることが、  
心筋攫暮二次予恥につながる可能性が  

各檀高脂血症治療薬  16  18   山  2  2  0  ロ  ■  0  0  0   
の糟尿ホ性心血t■    暮盤整備  （IHD．CVD）の発症率に1重量なく．IHDは畳  濃鷹に比例し、心不全、突然死，末梢血  HD」を合わせて厳しくコントロールする事  成欄からの概略的推計では現行のしDし  硬化攣会の各シンポジウムで≠告及び   

進靂予防効1の総合    推進研究  鋒時血中」D」濃度に比例した。心不全、  tホ．その他の死亡は低」DL群に多い†す  によりIHD（及び一部CVD）を制御できる  濃度（平均120Ml／dけを90m■／dtに下ける  報告予定である。学会製作DVD．草食斬   
的検討（警手医師・協  突然死．末榊血■椚．その他の死亡は催  向で前期高齢書に耳書だった．」DL濃度  可能性があり．薬剰にもplojot川Pjc  と．虚血性心疾■発症諷10年練のt患  聞を始め広く成績が紹介されつつ有る。   
力書活用に事する研  LD」濃度群に多かった。HD」濃度に反比  低Ⅷ薯と書Ⅷ肴はスタテン服薬群に集  ofhGtが示唆された。す年鷹．什環難事  書総数とも約40％減少する可能性が示唆  論文投稿も進めている。  
究）  例し．蓋lか惜に及んだ。心不全、突然死．  症率が雌かった．HDL濃度には反比例  会、♯尿憫事会、動脈附ヒ肇食シンポジ  された。脳血t叶書も発症率を約24†l．1  

末榊血tホ心血tホ以外の死亡を加え  し．蔦脂血症薬使層佃旺．低HDL血症讐の  ウムで書告予定である。無庄平の書いコ  0年後t愚書数を約25％鷹少させる可  
ても同様であった。CV別よHDし濃度では  発症率は書かった。高脂血症葉蘭で使  ホートであり．もうl2年の輯翳により、  能性が示唆された。ストロンクスタチンを  
書書だが」Dし濃度の暮は小さかった。♯  用後の血清脂井プロフィール及び心臓  従来のガイドラインに対し1書な指揮を  使用するか、従来型の書●∩●ricスタテン  
坪蠣ではHb入1C5．8未満の群に発症がな  血tI内専の発症率に豊はなく．予め薬剤  棟供するとともに、本郷で初めて前期  を任用するかの蚤瘍椎藩学的な効用に  
くそれ以上では壬はなかった。   作用による使い分けがなされていると推  

測された。HbAIC5．8兼濃欝のみ舞痘が  
なく治ホ中の耐精髄爛川代リスクと示唆  
された。   

各組ホ脂血症治療薬  1 16 3 2 12 4 O O O 

心血tホ（心、脇血■叶書、ASO）の発  
痘を絆価し、スタテン群、フィフラート＃  

およびコントロール群に分類し、それに  
力書活用に憂する研  与える抗ホ脂血症ホの効よを檎射した。  

285名の畳錬を行い載翳したが、枕♯  
期間中、心血曽病の発症は眩められな  
かった。   ■dipo…Gtinに有書な変化を与えなかっ  

た。また、AGtO5投与群では、IMTの減少  
嬢向が横幕され、1名では著明な減少が  
旺められた。  

薬剤溶出性ステントのIb内旗肥厚lこ及  計♯臨床において勤脈硬化性疾患の冶      手鍋回日本樗Ⅶ藩学会（平成17年3  0  8  12  0  u  8  0  0  0   
の≠尿ホ性Ib血管網    碁盤整傭  ます★尿欄の影響をOCTカテーテルを  療をする恥こ、ホ変の早期診断が予防  月、訳文買）ならびに事71回日本循環   

遭靡予防効果の総合  用い、はじめて明らかにした。重た血欄  蓼掌会（平成19年3月、於神戸）で研究  
的横肘（若手医師・協  BH4／BH2比が内皮特■的酸化ストレス  成集の一部を発覆した。   
力暑活用に手する研  のマーカーであり、内皮機能を反映する  
究）  ことを世界に先駆けて明らかにした。   

新たな血清マーカーとなりうることを九出  
した。  

各檀ホ脂血症治療薬  2      0    12  0  0  0   

の柵原病性心血管椚   の脂1低下作用には個体Ⅶ董が大き  
遺点予防効1の総合  く、投与されても血ブ▼経書価が不変ある  
的鋏肘（警手医師・協  いは上昇するような治療抵抗性を示す  
力看活用に暮する研  症例が少なからす存在した川け川ほ  
究）   化串と薬物トランスポーターOATP－C／  

一郎書伝子多壁間で書よな相関は綬め  
られなかったが、外的書困としてステロ  
イドの併用が薬物代納酵素CYP3A4を介  
してアトルバスタテンの脂千低下作用を  
濾瑠させることが示せされた。   少ないことが明らかとなった．  
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研優により、■床椚性甘痘の遭行を  本研究の精異により、■尿蠣性丁圧の  1尿■性■症は現在透析療法導入の  2005年7月18日日 聞にDN【TT  0  口  5  0  u  0  0  0  0   
を日精したチーム匿膚    墓磐整傭  糖尿覇性甘症の暮解  16  18  臨床研究  欄野†■史  ＃界ホ性丁症に対する治瘍には、血  本      本椎済新                           糟、血圧や生者tⅦをはじめとする多く  阻止する集約的治療法が開発されれ  治徽に関する新しいガイドライン作成に  原因痍1の♯一位を占めており、現在も  －」叩抽の研究内容が縄正された。2008   
による集約的治■（苦    推進研究  の因子に介入する必暮があるが、その  ば、♯尿ホ鳥書の生命予機の改讐に大  必暮なエビデンスが得られることが期待  増加している。事研究を絶絨することに  年9月29日第小国♯尿ホ苧の進歩（札   
手医師・協力暑活用に  方法やコントロールの目糠肌ま確立され  きく1≠出来ると考えられる。中仙蝋析  できる．   より、れ取柄性乍症の進行を阻止する集  犠）のシンポジウム一緒書的な糖尿病対   
事する研究）  ていない。本研究は、遭行した糠床ホ性  の結集より．本研究により書尿ホ性甘症  約的治療法が開発されれば．≠尿ホ点  策の現状」において、DNETT－」叩椚に  

T症（鍬性量白虎期）に対する集約的治  書の生命予後の改讐のみならす属民医  
オの開発を目指した世界初の大規模臨  ■千の削減に大きく貢献出来ると考えら  
床賦欄である。中間解析の結集、集約  れる。   
的治★群で斗白尿の事tな減少が認め  
られたことより．集約的治徽によってT  
症の逢農を阻止できる可能性が示され  
た。   

心筋微小血t遺影蓑  18  18  臨床研項  竹下 駄  従来の血t並七尊1の敵情の解≠鷹を  これまで血t造形では橋出できなかっ  2005年8月、主任研究者らは本研究の  “虚血下肢に対する血t新生薇浅”厚  0  30  ‖  2  26  3  0  8  山   
tの開発による■犀  益盤整≠  書するホ性能の血t遺影嚢tを開発  た、仕種50マイクロメーター前後の微小  

網性Ib筋微小稚環障    推進研究  
成井を通じ、事4国産筆書遍携推進会よ  生労働科事研究推進事♯：一般向け紳  

し．その事1号機を■陳内に設正し、鴎  血tを描出することに成功した。微小血  り日本学術余儀会よ工を受賞し、わが  凛会 ここまできた心臓と血tを蘇らせ   
書の可視化（警手匿  床応用を行った。   t叶讐を伴う疾患の鋼態解明事に応用  正における鷹筆書遺構の研究事霊とし  
師・協力者活用に手す  が期待される。  
・フノ・  

て社会的に書い騨価を受けた。   

兼職裂脳れ脈¶の事  16  18  臨床研項  橋本 情夫  欺族憧脳動脈膚30書系1的名をリクルー  餌場症例を主峰し未破裂脳動脈爛の昌  支糧ツールの開発を行い医師、■書を  UCASより得られた日本のデータを暮に  平成18年3月3日に市民公開■座を行  15  1l  3  0  32  6  0  0  3   
因、治■法遭択におけ    墓キ整傭  卜し遽■蝋析を行い、脳動脈檜間道遺伝  然農、治■のリスクを解析した。年間破  対tに書勅性の檎射を行った。UCAS  して、予防的手術を実施した叫含と、経  い、本研究の成果を脱明し 作成した   
るリスク・コミュニケー  一≡ ■言・－  子候補憮壌としてCh17G●n（NPL＝3．00）、  裂率は約1％でれ脈柵の大きさ、飾也、  J叩dnのデータに暮づいて医療開からの  通観零を行った♯含の、生涯の■用（匿  ツールの紹介を行い 瞥■活動を行っ   
ションに間する研究  Chlgq13（NPし＝之、15）、ChXp12   年齢に強く彰■されることがわかった。さ  意志決定支捜ビデオツールを作成し、全  糠暮・介護t用）と儀サ緒集（qAしY8）の  た。ぎた兼破裂脳動脈僧についてNHK   
（書手医師・協力肴活  （NPL＝2．1¢）の3憫壇を間定し、tもMNS  らに1000症例を曇鐸し鳥書00Lの騨価  曲の約1500の脳神経外科攣食指定馴  推計を、マルコフモデルにより行った。緩  の「ためして合点」（平成18年）で取り上   
用に弄する研究）  （M■Ximumnon－叩ram●tパGl叩一両hmof  を行っている。280名の医師を量録しwob  練施散（A礪施股、C礪施設）に発送充丁  遺観事を行った場合に比べ予防的手術  げられ、分担研究看の森田が出漬した。  

od由6¢OrO）が書いChlT¢Onにつき網羅  上で治■遇択のばらつきを検討し、動脈  し、稟瞬に匿師、血書に枕馳していただ  を稟施した場合には追加■用が生じる  
的に脳動脈柵Wl遺伝子の探兼を行  瘍の大きさ、位tなどのれ脈欄眉子、治  き、その場1につき現在アンケート帆董  帆3叫QAしY＄の増加が期待できること  
い、TNFRSF13Bでmut●tionが同定され  
た。   く影書されていることが立証され、医師  

が必ずしもガイドラインに従わないことが  
示された。   さらにその騨価を行った。   

早期〉■化tがんに対  0  0  0  0  0  ○  ○  0  0   
する内視■的治欄の  基盤互傭  兼のESD法に比べ短時湖で安全に一括  
安全性と書効性の絆  推進研究   発会切除可能な内積れ手術方法  
優に関する研究（若手  （Doubl08GOP●－ESD）を攫集中である。  
医師・協力書活用に事  併せてダブルスコープの燥作性の改讐  
する研究）   を目的に細佳ダブルルーメンタイブオー  

バーチューブを開無し、これにより体型  
を問わすより安全にダブルルーメンタイ  
プチュープの挿入・榛作が可能になった  
と考えられる，内積■の技術はせ界でも  
本邦の技術がt先犠のものが多く、新し  
い技術を檀稟し絨けることで世界をリー  
ドできると期待される．   代に伝えることでより良い治☆法の迅速  

な開発を行い社食へ壇元できると患わ  

進行卵巣がんの▲事  ロ  18  臨床研究  八暮樫 繹生  がん化学覆法を受ける烏有の白血球液  人材書成の一環として、がん臨床賦欄  主任研究書は婦人科岬壇のがん治ホガ  特記すべきことなし   市民公開講座lがん臍漬会：千言がん横  0  a  山  0  山  ■  0  0  2   
的治徽に関する研究  基盤整傭  少症の軽減対策の一つとして漢方薬が  のCRCセミナー（財団法人／けリツクヘ  イドライン作成の中心として働いた。「卵  鯵lこついてJ2008／10／05、仙台市婦人科   

（若手医師・協力者活    推進研究  注目される。このような西洋医事に★洋  ルスリサーチセンター主催、婦人科右性  ■がん治療ガイドライン改打版・2007  がん患者会「カトレアの森」婦人科膿ヰ   
用に事する研究）  匿竿を組み込む匿ヰに対するE8Mの檀  について2008／03／18仙台市   

立は日本からこそ発情されるべきである  
が、笛内ではまだ臨床賦放棄施体制が  
曇っていない。外来化攣ホ蓮を受けるが  
ん患者の00L改書のために、西洋匿事  
のみでは対策に難渋する馴作用を漢方  
薬で軽減するかどうかを科学的に立証  
するランダム化比せ試験を施行した木研  
究は嘉一が大きい．   れ義コース、実地コースを治験センター  

と協力して企圃1tし、がん暮n菓刑節  
の▼成を行った。   
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糖尿■における血管  17  18  鴇床研究  山田1慣用  ・●ニー ●・・－・ ・ 一  ＝ － 二   ・  これまで冊尿柄ならびにその合併症に  韓雇用拍臣幹事会からも同輝の研究をす  メタホリックシンドロームの書■に間し  合甘持0回以上の竿会発曇、シンポジウ  0  円  50  0  12  5  0  0  10   
合併症の発症予防と  基盤整傭  （JDCS）は、警手医師・協力書の臨床研  関する大規模臨床世職は、欧米を中Ib  るための蓼肴として、その内容と成1の  て、皿食の垂■会■間で本研餞の愉文  ム発♯、招待講漬を行った。その成業の   
進1抑制に蘭する研  推進研究  究チームを活用しつつ、日本の糖尿病  が取り上げられた。   一部はNHKの番組や週刊誌など一般  

究（書手医師・協力書  愚書の現況や診療の状況、治＊の事効  向けのメディアにも紹介された；   

活用に事する研究）  性、爛噌的特徴、生活腎Ⅷ介入の効果  
などを検討することにより、★尿ホおよ  
ぴその血管合併症を抑制するための、  
特にこれまでの欧米のデータとは■なる  
多くの日本人♯尿ホ熱暑のエビデンスを  
生み出して、息書の生命予後とQO」の  
改善に1徹してきた。   諸声lはこの成果を支えてきた。   

優生労働省多目的コ  0  4  5        0  0  0   

ホート班との其間によ  書慣・■好が≠尿■の発症リスクに関係  
る■尿■実態及び舞  推進研究   することが大親機な種芋的研究で明らか  
症憂国の研究（若手匿  になった点で竿術的な暮暮があり、今後  
師・協力者活用に饗す  の硬筆的研項の暮雪になると思われる。   
る研究）   皿においてはそれほど行われておらす  

人材も少ない状況にあるが本研餞で生  
着電サホ分野における臨床研究を遂行  
できる人材を暮成でき、今後同様な臨床  
研究を行っていく閉＝＝もこれを役立てる  

ことが可能であると期待される。  

伊万里市れ川町にお  16  18  曇専科宇  山出 茂人  VSRADを用いて112名の書齢看で縛ら  Ⅷ部MR価像のホ変が将来の知的機能  VSRADにより得られたデータとMMS【な  この研究は平成之年から住民活動として  平成19年之月21日に伊万里市■川町で  2  ヱ  山  0  d  

ナる老化に間する畏  総合研究  れた海■傍回の蔓縮度ととMMS巳FAl】  脆性下に及ぼすた■を闘べるために、  どの知的機能捜査のデータの分納分析  始まったものであり、す日まですっと継  市民公開講座「認知症って伺」－眩知痘   
期職断疫学研究  およぴ8Dl騨点との関連につし＼て  る5■以上の地ヰ在住の一般轟齢曹の  こより、海■倭国の蓼繊による旺知症の  績されている。われわれも平成16年よリ  の理解と予l引こついて－ を帥催し250  

Spo且rm8nJ隕位相闇を用いて檎附した。  頚部MRlを柵像し、105名について、その  診断の感度は弧0％、楕■度は  この活動に鬱加し、研究を快ける中で、  名の事加があり、地域住民への啓事の  
淘1傍回内手鞠廣（％）はMMSE（仁一  12年後のminil¶虻nt■lsbtdOX8mi＝山n  47．6％となった。州、脳血t性紘知症の  地媚住民が自ら培知症予防活動を行う  機会となった．  
0．380．Pく0．001）及びFAB（仁一0．381．  （MMSE）を追跡Ⅵ暮した。その綺景、ラク  除外のためにラクナ櫻暮（2＋）群を除外す  ことの1蔓性を紘托する手助けになった  
Pく0，00りと■も書い■の相聞が曜められ  
た。MMSEは教書暦と鶉■横国内事綿  
度（％）に事書な相聞が認めれたが、教  イドラインつくりを進める予定である。   
書暦と濱■傍固内事綿鷹（％）の間には  
相関は認めす互いに独立した因子であ   

生体の持つストレス応  10   

答機能を利用した毛  総合研究   のミクロクリアが関与する。また、免疫系  事暮成よ莞饗公開■座人の毛化のメ  

化制御、予防研究   はアルツハイマーの防御をしている可能  カニズムと健♯よ蝉の方策ウイルモ知  
性がある。2、CAGリピートホの発症にス  これの開催は中日断l附こ取り上げられ  

トレス応答生白HSPは関与する。8、NO  ている。1、沖縄のt生活と曇鶉文化に  

ラジカルは動脈硬化を防御している。   学ぶ加木慣2、健康長井達成のため  

思われる。残念ながらこれらの研究を舞  に一首■肴韻書から超首轟著明董へ－  

1させる分野がないため、一且研究を停  広1情暮8、芯齢書の暖知症とうつホ  

止せざるをえないが、今後、厚生科筆研  小原薫司4、老化と免疫磯部健一  
究tにこれらの研究を集■させるヰ日  
ができることを強く希望している。  

補助食を利用した書  総合研究  介の開業を希   
頑や介護施牧におけ  と   
る暮事介助の在り方  惣を明らかにすることは事で。  ／ 
に蘭する研究  こでに 

囁下させ 口  
VFl 
定および食物物性の駆知に  ッ 
つ ．   
「■8糾ormoo 
t●rm山帥ow．yo 

、 

点で、書∩攣食で高い騨価を得た。   大しlに役立つと看える。   
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高齢書排尿障書に対  18  18  長寿科学  岡村 菊夫  難治性過着動静胱や排尿筋収縮力低  市齢書の排尿印書に対しては、人間の  芯齢有緋贋陣tの分野では、今後、泌  輝進ケア向上に関するアウトカムスタ  名石鷹大事排泄情報センター、NPO蒙  3  0  0  0  14  ■  0  0  0   
する患者・介穫看、■    総合研究  下など高齢書に見られる排尿陣書は、  書厳」擁護、00L向上、医膚レベル向上  尿糟科■Fl慶よりも介護肴・■t義輝や－  ティーは、研究体削が壬えることがたい  知排泄ケア研究会を主事する後事は、   
は師向きの排泄ケア  現在ある治♯では治癒が難しいことが多  の観点から．①介穫看・■打師が行う排  線内科医の役割が大きくなると考えら  へんに札しい。その困厳にも鴨わらす、  平成16．＝年に市民公開礪層「在宅での   
ガイドライン作成、－  い．一方、一般内科医の排尿陣書診ホ  泄ケアの向上、②一般内科医の排尿陣  れ、ガイドラインよりも、環廿ですぐに役  仕儀は排泄ケアマニュアルを老人施設  排泄ケアを考える」、「肌ぎわりから考え   
般内科医向きの騨価  レベルが書くなれば、泌尿書科ではその  書鯵■レベルの向上、③泌尿蓼科書門  ＝立つようなマニュアルが雷用であると  へ導入してその書用性を確立した。す  る排泄ケア」、「粗布齢化社食の2大間   
暮準・治療効果判定暮  ような難治例を扱うことが埠加すると奪  医レベルでの新規治療法の開発が必賽  考えられる。本研究では、介穫著・■憮  後、このマニュアルを全国レベルで活用  欄！排尿陣書と痴呆症について考え   
準の確立暮及と■鷹  えられる。この研究では、難治性排尿躊  である。本研究により作成された「排泄  師向けと一般内科医向きの2つのマニュ  することによって、本村における真也の  るJ、r排泄する場を考えよう】を蘭催し   
先駆的油糧法の闇黒  書に対する新糧治＊法を試み、80tO※が  ケアマニュアル」、「一般内科匿のための  アルが作成された。後書のマニュアル  高齢書E★のレベルアップが期惰でき  

る。   ショップ「介護保険：排泄ケアの位tづ  
果を得た。また、ホ齢書を対暮とした犠  に公養され、一定の騨価を受けている。  G00さlo檎兼では、3書目にノミネートされ  けJの紀事が、1月9日付けの中日新聞  
床賦♯では判定暮埠のハードルを下げ  に‡l戴された。   
も必辛があることが駿■できた。   

スタディーによりその事用性が碑立され  
た．   

ゲノム†▼相に暮つくホ  川  18  長寿科学  書柳l清一  一般性長女性におけるフロティンS低下  ホルモン補充療法や遭択的エストロケン  現時点ではガイドライン事の開発へはい  ホルモン和充療法は欣米に比べてわが  「プロテインS及びプロテインCの活性測  2  1つ  1も  ち  15  8  ■  0  0  

ルモン積充療法合併  総合研究  や遺伝子t■の績鷹を明らかにするとと  受専体モジュレーター（SERM）投与を受  たっていない。   匹では曽及事が低い。その理由のひと  走方法並びに活性測定試薬」の特許を   
症の発症予測システ  もにこプロテインSと相聞する新しいプロ  ナている書を対暮に血栓痘や心血t疾  
ムの開発  

つにホルモン補充療法に伴う劃作用に  出書中である。またプロテインSを含む  
ティンS遺伝子多製を間虚した。マウス  鳥発症を一次エンドポイントとした  対する不安専が考えられている。しかし  血栓性素貯に関する研究成井について  
プロテインSま■支系を新たに開発し、マ  pro印●GuVO§tUdyを開始した。  ながら欧米人と日本人ではt11作用の内  ホームページ（ht鳩ノ／wⅥ．mO仙YU§hu  
ウスでの妊嬢や性ホルモン投与によるプ  PrOSP●Gtiv●§tUdyの縫絨により、ホルモ  容や頻度も■なるた軋本研究を通じて  
ロティンS低下とそのメカニズムの♯明  ン柵充ホ法によるプロテインSを中■bとし  ゲノム什≠に暮づいた日本人のホルモ  u．acjp／¢Clm／b山南山肌拍／ko毒さOnn80in．  
などを行った。マウスのプロテインS測定  ン柵充欄闇でのテーラーメイド匿覆の指  
の報告はこれまで例がなく、性ホルモン  針の檀立に手職し、手たホルモン補充膚  
によるヒトのプロテインSの椚簡機構を解  法に対する理解と暮及にも役立つと考え  
明するうえで非≠に書用なモデルと考え  られる。   
られる。   

24時間肪間介護・■  16  18  最鶉科  村■ 事代  本研究の成tlよ、椚圃的な夜間・手職  夜間・早戦の坊間t≠の攫供により、ス  現在は之4時間計Ⅷ的な肪間■ほを環供  ワーキンググルーフには奪回4市とれの  地域の関係書檀（行政 区師食、社食Ⅷ  0  0  2  0  5  山  0  0  Z  憤の効果的・勅辛的な    総合研項   肋間■穫の提供体制の構築方法を明確  ムーズな蠣快から在宅への移行、医療  するステーションは全四的に少ないた  保健師が出席し、その市での実施可能  祉協熊倉全量、長生婁■ 介鰻讐の食   
実施方法の間集研究  化し、その檀供効集を檎狂することがで  依存鷹廿Ⅶい患者を抱えた手旗の不安  め、提供方法の雷研が不十分である．そ  性について横肘した。現在の匿療制度で  の食轟など）を対象に夜Ⅶヰ梱の断   
一夜間・早期の訪問■  きたことである。近年、入院日数の短櫓  の軽減、供磯性肺炎のため■入恍を繰  のため、ガイドラインの作成は息躾であ  は実施が困難な点があることが明らかと  間■護体制構築やその効1について鴨   
護必筆書の先見と擾  化が進み、■睨と同様に、地壌において  り返した毛への在宅療養の織機疇の効  る∴本研究では、夜間■早期の訪冊■tI  なり、24時間の断間■性体制の構築は、  昔会を行った。2006年之月10日の耶日新   
快方法の橿鵡化－  も時間帯を闘わす匹疇を提供する必事  臭が見られた。夜間・早馴の訊問雷欄  体側を榊築することで、夜Ⅳ卜早嘲拠点  行政と協間して取り増む必手性があるこ  叩で、本研究事兼緒稟に基づいた、夜  

性がホまっている。本研究は、ヰ捜さら  よ、近年騨戯となっている在恍日数の短  の眈t蠣席、インフラヰ傭、肋間■穫師  とが示唆された。   間ヰ仰の肪間書捜体刑＃築について  
こ必稟性がtまると考えられる、地域医  増やスムーズな在宅への移行にT獣で  の確保、夜間・早胴訪問の申し送り方  のコメントが掲載された（た事毛‥織らぐ  

療システムの充真にt歎し≠る研究で  法、サービスの千確保欄について明確  在宅医療）   

ある。   化し、マニュアルとしてまとめた。また、  
暮及のための／くンフレツトを作成した。  

自立と介助の両側面  18  18  最蓼科学  井上 剛停  愚書の自立度を市める什♯投肘を目的  ベッド上での自立度の向上策として、父  ベッド上において、快1性を糧挿したま  ベッド闇りの介助はⅧ祉履欄の多くのq  本研究で開無したベッドについて、日准  u  0  0  0  a  山  0  0  0   
からアプローチした  総合研究  とし、覚醒鷹、生活動作、快適性の面か  嬢鷹、生活動作、快ヰ性のそれぞれの  ま賞鮭鷹を向上させる手法を示した。ま  面で行われ、その介助■捏の軽減方策  産業新岬に以下の記事が縄粧された。   
ベッドの開発  ら科学的な根拠を縛るための方法輪を  側面から書遷な1壌を擾稟した。また、  た、介助人数やスペース．什書設定など  を明らかにしたことば、腰痛などの労≠  2008年2月14日 日経産業新聞008ベー  

確立した。また、現場での介助■担を間  ベッド局りの介助1担について、現場で  による介助■担の丑いを定t的に明ら  災亨の防止に■用な知九を提供するこ  ジ「介すベッド開発用♯tJt大 快適な  
暮するため、動作に干渉せす、畏晴Ⅶ身  の畏晴間計測および真横壬内での詳細  かにし、それに基づいて介助■担を軽減  とが可搬となる。これにより、t穫・介性  峯勢を椚壬  
こつけたまま姿勢計測を行える計測隷  計測を行うことにより、ベッドに対する手  するための環境椚靂や介助方法を榛茶  tの労働衛生間せの解決という行政礫  
tを開発した。本研究において開発した  
これらの計測手法は．ベッド以外の■♯  
や生活状況においても、多くの応用範囲  
が期得できる。   みならす、介助に携わる讐の■嬉を鞋  

漬し、ケアの井を市めるものである。   
高齢者の排便機能陣  18  】8  農事科掌  暮場 広之  排便は、便を排泄に1切な場所と時に  排便機龍障書を総体的に、¶優に押価  「あきた街角トイレマップバm齢暑は♯  前述した「あきた街角トイレマッフ」作製  ○秋田の地犠的新間「遇Ⅶアキタ  3  I  4  0  8  ○  口  0  6   
書評価法と書厳の回  総合研究  至るぎで保持できることとその排出が手  できる方法はなかったが、   輪、毛年書であっても排便機能陣讐に悩  に隋しては、秋田市のNPO組■アキタバ  （之Ot〉8）年」に排便機能陣古書への社会   
旗に関する研究  点である。肛彿肛門領域に注目すると、  Fo¢0爪owmotけによって事枕的騨価注が  み、それが生活や社食進出の妨げに  リアフリネットワーク，秋田オストミー協  壬盤暮傭の記事穐戴O「メディカルトリ  

便を排出する力としてⅡ欄収格と同期す  確立されたといってよい。いままで現場  なっている場合が少なくない。たとえ、排  食、秋田県庁、秋田市役所、をはじれ  ビューン馳（2007年3月8日）」に高齢書の  
る肛門の弛緩が工事であり、排便反射  こ任せ切りであった排便ケアに、■職生  便陣讐があっても生活の犠や社食暮盤  多くの商店街や書公庁関連施股の協力  排便機能陣書に間する研究として≠遭  
がおこる前後での便の保掃能も暮事で  理に暮づいた1切なケアを供輸すること  のt傭、さらにそれに関する¶■を≠る  を得た。現在、ハートビル法によって新し  ○秋田県筐節会の公式穐随一秋田筐鴨  
ある。本研究ではそれらの因子を騨価す  が可能になることは成景といえる。さら  ことで鳥肴の行勤範囲が広げられると書  い建築物には一定暮準のトイレを股t  （2005年1284号）Jに排泄間糧に朋する  
る方法としてS01in●●n●mさt●■t－  に、書方法によって眞≠肛∩機能、排便  えられる。我々は秋田市と周辺において  するものも増加しており、今後このマップ  記事事l戴○脊椎疾息によるホ廣失隷改  
F■COflowmotけ連携注が書齢書にも適用  他にさほど■井がないながら、鶴床納に  利用機会の多い街角のトイレ整≠状況  の改定が肋遭にtれば行政・市民レベ  書のための逆行性洗鼎綿助■の特許申  
できる騨価法として確立され、さらに新た  はホ度の失禁と判定されている例もあ  を写1と地臥文暮で暢現した携書の  ルで徐々にではあっても成tが攣がる  情1件  
な鋼態として肛門tのUlレ轟SlowWさ∨○  
に随伴する一連の症候群の存在が示唆  
されるなどの成果が明られた。   りになる書含もある。   

入恍匿痩と在宅ケア  16  18  最専科掌  池上 眞己  電碍的に使用されているMDS一人C  本研填で間無した1携方式を稟摂する  1携方式に用いる書類とその手Ilにつ  なし   なし   0  0  0    0  0  0  0   

の連携のあり方に関  ．－ ニ・・・・  （Minimu爪D■bSot－Acut●C即・○）の日  
する綱壬研究  本での書用性を確堵した。   前の走＃状態を踏まえた入晩晴点から  

のケアが可能となり、また居宅介護支提  
事兼所および糧暮ホ床・介憮保険施設  
では、退院時点からのケアを円鼎こ穐  
絨することができる。   
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介印篭人保健穂敗及  16  18  最専科掌  小山 乗夫  介挫老人保健施毅の経営鷺托椚董  マネジメントに闇する研究であり、臨床  なし   介護保険改正雄の行政上の大きな課  NPO法人介慣椎嘗学食と共同で、介  0  0  0  0  0  0  0  0  u   
び介鰻療養型匿♯施  は、介腹保険制鷹改正、介護報酬改定  鶴の一つは、地域ケア体制構想と療養  
股における経讐業態  前後の経常利益の増減を独立変数とし  ホ床再■であることは自明であるが、介  
及びマネジメント実施  て、施投のマネジメントとマーケテイング  穫保険施設の縫曽のマネジメントとマー  
状況に間する研究  の影tを統計的に観嘱したものであり、  ケティングの観点からの行政的対応を行  

様省筆分野のマーケテイング研究として  わない膿り、各地域で大きな混乱が予甥  
事故♯繊があるものの、介護線葛半分  できる。そのため、本研究の繕臭から、  
野の集積としては初めての試みである。  マネジメントとマーケテイングを1視すれ  
ただし、結果的にみれば、老人保健施設  ば、療養ホ床を他の施瞭や事暮に転換  
の繰菖はマーケテイングが1潤されてい  しても練嘗的な間甥が解il可能であると  
るわけでもなく、マネジメントも必ずしも十  いうことを明確化することが必事である。  
分でないという知見が得られたにすぎな  そのための暮礎的雫践的な研究であ  
い。   る。   

蕎齢肴の社会鬱加・社  16  18  最蓼科寧  新開 省二  中高年書の社食●加・社会千枚のモテ  地囁稚拙型プログラムでは介入地慎に  本研究により二つのプログラムの有効性  今後少子t齢‡土嚢のひすみが拡大する  地囁け祉聖介入研究の一部はNHK（首  18  u  13  0  凶  円  0  5  30   
金井職の増遭に向け  総合研究  ルは多いものの、あるプログラムが本人  おける中高年齢Ⅷの社食活動性の増逢  と興行可能性がほほ確認されたので、ま  わが℡においては、退■後の中高年著  ホーネットワーク）で職i暮された。   
た介入研究  の心身機能に及ぼすた■や社会的な効  を旺めている。そのことが地域高齢書の  す報告暮に地域檀祉型プログラムと攣  こよる社会1♯が大きな意書モーする。  REP剛NTSボランティア（攣校数▼蟄介  

よを筆術的に騨価した研究はほどんど  生活不安や閉じこもりの減少など地慎神  校数▼型プログラム（別称、”   地域樽址と掌校数▼は矧こそのニーズ  入研究）も数回にわたり民放で鞘遺され  
ない。本研究では地ヰ禰祉および半枚  祉の向上につながったかどうかは、現在  REPRINTS■■）として縄鵬した．今後パンフ  が轟いⅦヰである。同時に社会●加を  るとともに、全圃新聞に数回紹介記事が  
教■への社会●虻プログラムを雷弄し、  実施中の追跡椚董の緒集を待って榛鉦  レットあるいはマニュアルにまとめ一般  通じてより心身の鍾震が保たれ、丑★や  綿戴された。本研究成果をもとに平成り  
それを介入研究の手法で評価したもの  する。学校教★型プログラムは、高齢書  に公喪する予定である。   介障といった社会的コストの抑制lこもつ  年鷹2恒＝＝わたり「地域への飲書随一退  
で、新規性および独創性が轟い。地積樗  こよる児暮への椿事や図書の「読み聞  ながる．しかし現状では退t暑が地犠社  ■後も社会●劇でイキイキと－」と超す  
祉型プログラムでは介入地域と対照地  かせ」を中核とした活動であり、研究当  会にうまく清け込んでいるとはTい難  る公開桝座を開催した（主催：文京♯毛  
壌の中高年書の社会活動性や地媚欄  初から対照欝を設定して世知職能の蜜  い。これ躊点を考慮したとき、本研究で  人総合研究所）．なお「EB塊の世代の地  
祉の向上という視点から、学校教書型プ  化を追跡している。これまでのところ書  書効性と舞行可龍性が示された二つの  壌●加」雫をテーマとした市区町村の研  
ログラムではせ代Ⅶ交流による児iや  隋の書札課糧などで群間蓋が生じる兆  プログラムは、退職後の中幕年看による  鯵・臍漬会などで講師を拝めることも多く  
保雄曹への影書という視点からアウトカ  社会T＃を行数施策として推進する静  
ム騨価を行い、その事効性を確認した。   大いに活用されるべきものと考えられ  

る。   

書齢書の軸血t坪亨  17  18  最専科学  後事†一三  脳血t陣書における発症予断から後遺  脳卒中発症の危険因子で、うつ症状な  脳卒中予爛T、脳卒中後遺症患者に対  髄卒中後1■症患者の在宅治療を推進す  牛後間違手金で嶋告する予定である。  0  42  6  0  14  18  口  0  0   
の逢震予防を目的とし    総合研究  症粍存揉までの各州期における漢方薬  どを随伴する■痘犠性触穫暮に対する  する漢方藁の書効性が明らかになりつ  る上で、当幡苛薬散は牡能低下と自立   
た漢方薬によるテー  の書用惟長明らかにすることが可能とな  桂枝読書丸を主体とした漢方治療の書  つあり、す撞のガイドライン作成の暮礎  鷹低下の抑制作用を書することが明ら   
ラーメード医療の開発  り、各■期における適正方刺を現代匹掌  かとなった。   

的な観点から義別するできる可能性が  
示唆され、騒血t障書における凛方藁  
治療の治療指針のi礎を積立すること  
ができた，   型絶知痕■書の選択的注暮餅壇改暮  

作用が示せされた，   

老年ホの発症に朋わ  山  柑  畏舞科学  三木 哲郎  多因子疾患の発症・進よに対し．総和と  現在までに事l々の疾患感受性SNPがt  下血圧や動脈硬化性疾患などの老年■  我が四で書もTホ率の書いT血圧とそ  本研買の成集は、一般地域住民を対t  0  8  0  0  18  山  0  0  5   
る遺伝一環墳ネット  総合研究  してはかなりの影書力を持つ遺伝因子も  合されてきたが、いずれもポジティプ／ネ  こ間して、将来、遺伝因子も含めた治  の蘭1疾患の感受性遺伝子の一端が  とした講1書において活用され、探鳥に   
ワークの解明  価々の影■力は比較的弱い。そのため  ガティプな報告が混在しており一定の蒐  膚・予防ガイドラインを策定する隋に大き  明らかとなったことにより、例えば疾患の  対する医科学的理解を深めるとともに、  

疾患感受性鷹億子を特定するには、大  解は得られていない。本研究により、日  く零与する成果といえる。   ハイリスク書の効率的なピックアップが  疾病予防に闇する書什を惹起すること  
規構なサンプルを用いた検出力の轟い  本人を代表する大規穐遺伝疫竿コホー  可能となり、モれに暮づく効果的な予防  で、四民の喰鷹増進に大きく天職してい  
解析が必暮である。本研究の虎夫の－  介入を通じて匿攫tの軽減ならびに囁  
つとして見出された書血圧感受性SNP  長の健鷹維持場遺に零与することがで  
は、川．ODO例からなる我が属1大の遺伝  きる・   
疫学コホートにおいて、亨I々の交絡因子  
を閥暮した上でも高血圧と書景な相聞を  
示したことから、日本人における高血圧  
感受性SNPといえる。本研究lま、このよ  
うな慣嬢性の高い解析を▲しえる点で権  
めて価価の高い研究である。   

モノアミン系の加齢変  0  4    0  3  0    0  0   

化とうつ憫の解明・予  ・二・・・・   （NA）系とセロトニン（5－HT〉系の相互作  

防に闇する研究   用について繊射した．椚Ⅶ稟の5－HT終  
兼の発芽がNA終末に依＃する可能性  
が示唆され5－HT事l経終末の書生に  
対する抗うつ薬M叩rOblin巳の勃集が檀  
哩された．成集は■門雑誌に抽粧されJ  
書円辛から注目された．   
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老年期暖知症におけ  q  18  最薄利掌  木下彩栄  アルツ／ヽイマーホの初期ホまとされるシ  現在作成しているノックインマウスおよび  之閃7年3月8日先叫領域融合医事研究  0  8  ■  0  8  2  0  0  0   
る隠知症病胞の暮盤  総合研究  ナブス変性のメカニズムについては現在  機ホシンポジウムにて発表し、同日、  
の解明  までまだ研究が進んでいない。われわれ  NHK京♯にてニュース（8‥00－6＝30）放映  

は、蘭田タン／くクTであるプレセニリン  された。   
PSlがシナプス量白を制御していること  
を明らかにし、その鰊繊な鴨序について  
解明することで、アルツハイマーホのホ  
軌こ迫ることを目的として研究を遭め  
た。その撼集、匝隋事食への発喪、書門  
の℡幹事術駄への報告として成果を披  
書することができ、認知症の暮盟研究と  
して新しい方向性を示すことができた。   

老化関連遺伝子kloth  
0によるカル／くイン活  

0  0  0  0      0  0  0   

総合研究   1的に★≠書甘が暮積することを明らか  
性制御機剛の解明お  にした。この人＃托■がkbtho生白rで  
よび鴨逢疾■の予駅  分解されることを示し、klo小○量白■の  
と治♯に関する研究   精分解辞素機能と暮rとなる★■構遭  

を見いだした。また、断と■此の■井■  
仇の＃通が■なったことから、klotho牛  
白■の機能が≠半によリーなることが示  
唆された。klot九っ肇白tは電化抑制因子  
と書えられており、klothoi白Tの機能、  
さらには毛化の分子メカニズムを解明す  
る上で1事な成1である。   

トフノスンエ＿ツクマウ  多くの抗削ヒサブルメントは、酸化スト  水素の遺元力の書効性についての研  13  tO  2  之  Z5  14  之  q  0  
スを用いたミトコンドリ   総合研究  こ伴う匪知≠他陣書がトランスジェニツウ  ひとつとして払化ストレスがあげられる。  レスを軽減するので、毛年■や癌の予断  究は、N一山roModioino之00丁年6月号に   
ア酸化ストレスの抑制  マウスに見られた。この贋因は酸化スト  酸化ストレスは活性酸素とりわけヒドロ  に書効であると考えられてきた。しかし、  発表される．それに伴ってpr06■   
によるアルツハイマー  レスにより生じた過削ヒ騰井由兼の青書  壇元力の強いサブルメントを過剰に摂取  
所予防・治頭注の開発  なアルデヒドの暮積によるものであり、縁  すると書益な活性酸素による生体防御  

知機能の低下における土手性が明確に  撫れが低下し、遭に死亡率が上昇するこ  
なった。酸化ストレスを低下させる抗酸  とが鶉外の大規襖疫学閥壬により判明  
化物ーとして、水素分子が有益であるこ  した。水素は生体防闘機構に関する清  
とを兄いだした。水素分子には適度な遺  性酸素を壇元せす、書書な活性酸薫の  
元力があり、活性酸素のなかでも有益な  みを遭択的に効率よく51去するので．ア  
ものはさl会せす、書書な活性酸需のみ  ルツ／＼イマ一書をはじめとする老年■の  

を遭択的に51表することがわかった。劃  刊附こ書力である。   
作用のない抗酸化物★として竃力であ  
る。   ある．  

医療書閣外栗部門に  17  18  最轟科  水谷 傭子  聡知痘における、介雄書教書・指導と  本プログラムは、毛人■■や鰐知症■  本プログラムは、1固1晴間で、1遇Ⅳ‖こ  ほ知症高齢雷を地域で支援するにあ  打聴知症■性相談・教書統合フログラ  0  0  0  0  山  0  0  0  0  おける既知痘■雄相       介ホに関する相餅活動を 
総合研究  、対頂を壬臍と  饅の書円辛が医療機関外兼部門で遭富  1鷹の頻度で肘4国行うものであり、「フ  たり、地ヰ包括支攫センター書と協間し  ムほ服如引用糟へのアクティビティケ   

談・歎▼統合プロプラ  した一つの系統的プログラムとして開発  することで、旺知症早期診断、羊期治♯  リートーク」、「認知癒疾患理解、書齢書  て本プログラムを実施することで、地壌  アと連動させた取り績みとして、ある地   
ムの間集  できたことは、介性書族の心情に薔り添  及び織機的治療にt犠ナることができ  の鍵撫t電」、r世知症介憧の考え方、  レベルで旺知症予防、認知療養化予防  壌の「介護予防事兼」で実施した。  

いながらも、旺知鍾という疾患の特性、  
暮本的な介隆を書M的見地から一環し  
て凛供することを可能にした、という点で  
1霊な成果を1出せた．   臨床的観点からも成果を見出している，   

NIPPON DATA90  17  18  貴書科掌  上■ 弘綱  高血圧、喫燻、■尿■、書コレステロー  せ鷹危険度騨価チャートは、わが内の什  日本芯血圧事象の「高血圧用欄間イドラ  医療側贋改羊にともない、平成20年廣  2005年11月13日、恍充新聞全四版に、  0  19  ヰ  0  20  4  0  0  4   
の15年目の追跡椚暮    総合研究  ル血虚、書中性脂肪血癒、低HD」コレス  環糟疾患の実態を應まえたものとなり、  イン2004年」にこれまでのMPPON  からメタポリツクシンドロームへの対讃に  瞳鷹危険度騨価チャートの図の紹介が   
によるせす身禽およぴ  テロール血症、肥満、専の危険眉子の  フラミンガム冠動脈スコアに替わるもの  DATA80の成果が多数引用されたが、今  暮点をおいた保儀指導がなされるが、そ  なされ、リスクの1なりのt手性が加丘   
AD」、QOL低下に影  敷が増すと、手段的ADLがより大きく低  を提示できた。健鷹書命を阻書する暮因  圃、日本動脈硬化攣会の「動脈硬化性  の楕拠となる知見を公喪した．すなわ  こわかりやすく悦明された。さらに、同様   
■を与える璽眉の分  下した。さらに、19年Ⅶの遺跡Ⅵ王威檀  として、青年書から丁5∫以上のホ折肴に  疾患鯵♯ガイドライン200T」の作成にあ  ち、メタポリックシンドロームの構成事糞  の膿鷹危険度騨ずチャートは、2007年l   
析とNIPPON DATA  を暮に、フラミンガム冠¶脈スコアに相  及ぶまで、血圧水準が書いほど危険で  たり、多くのNIPPONDATAからの知寛が  が増えるほど、手段的ADLが低下するこ  月19日ラジオNIKKElの医療情報として対   

80の19年追跡綱暮  当する傭鷹危険度騨価チャートを作成  あることを示した。血清総コレステロール  引用された．健康危険度絆優チャートは  とを明らかにした．また、そのリスクf因  談が組まれ放送された，2006年】2月之5   

の分析  し、保健指導、治ホの勤機付けへの便  傭が180未満の群における総死亡危険  もとより、血圧、喫煙と押す響痍鳥、血清  がtなるほど、脳卒中、冠動脈疾■死亡  日のヰ日新聞金平版のコラム「ll輪J  
用を可能とした。また、書血圧、蔦脂血  魔の軽度の上昇は、肝蠣痛点専の暮礁  総コレステロールⅧと冠動脈疾患、繍犀  の危険度が高くなることを示した。  こ、コレステロールとホ気の関係につい  
症、斗露ホ、喫煙儀の多数の循環線疾  疾息の雷■に注tする必t性を指檎し  ホと怖覆鶉疾■、HDしっレステロール≠  て、血清総コレステロール≠が書いこと  
患リスク書因lこついて、日本のエビテン  た．日本人においても、血清総コレステ  と鼻書の闇係、事が引用され、声よの代  の危惧性、また、低い場合の解釈につい  
スとなるものを多数四静的に公表した。  ロールⅧが欄くなるに従って、冠動脈疾  ての記事が掲載された。その他、引司を  

患の危険度が高くなることを示した。   超えるシンポジウムで知見が公鼓され  
ナ＿   
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のための総合的研項  攫供することが期待される研究である。  作暮化比較研究を実施したことに大きな  ている   防・治♯など、現在叶生労働省が進めて  た、蚤攣樽駄、医竿区新聞l＝はたぴたび   
一撫作九化比較研究  しかし、そのためには鯛董■の回収をさ  いる健■施策＝干僻しうると考えている  研究の逢行状況の記事を暮いている。   
（」－ED汀）を中心に  らにすすめ．詳細なデータ解析が必賽で  

ある。   リも身体活動tの低下が1事な羊固で  
あることを明らかにした。このことは今後  
の診療に大きな書喋をもつ。  

介Ilサービスと類型化  山  18  曇蓼科学  筒井 ■子  事介護ホ齢肴2之．356．8丁8名の状態橡と  予防サービスが事介■鷹の暮化に有用  孤立保t匿＊科学院で書年、事施して  来年から介性保険制度の共施を予定し  先験的な事伊lを必手としない大規礫多  ヱ  2  0  0  0  0  0  0  0  
された暮介護状態憺と    総合研究  介覆輪付実績がマージされたデータ  と予洲される「予防礪用型」が明らかにさ  いる♯遭府県■■書を対義とした『介護  ているヰ四に鮫tされた介護保険制度  変1データにおける一般的／くターンの白   
の相互朋運に朋する  ベースが爛稟され、書齢書の予挫に朋  れたことは、書介護駆足雷董食の大きな  サービスマネジメント研修』において．  準柵プロジェクト婁■会からの暮什があ  動抽出アルゴリズムについては、Phyo   
研究  する嚢退モデルが明らかにされた。また  ■櫓となっている事支線2の判定♯摸に  r予防有用型Jの遭定に関する理檜的な  り、本研究でホたに開発された大規模多  Rら∨し○状．慣掌技書．事の掌会捻に掲載し  

儀オ余命モデルを用い、f介性市齢肴  利用することが可能であり、t暮会の橿  甘十や予後の睨明を行い、これらの★  変1データにおける一般的／くターンの自  た。また、今後のわが乎の介憬予餌の  
が1鷹化するまでの期Wや性年齢別暮  準化をすすめることができる。また、霊介  料をテキストとしてl己布した。   勤抽出アルゴリズムを暮介護紘定に利  あり方についてまとめた論文をJourn占l  
介護鷹別の介性保挨サービスの平均利  往古齢書の性年齢別事介性鷹別の暮  用する方法について井料を檀供し、ホ義  ofAmoriGanG8ria山GさSo¢io～に縄tし  
用期間が推計された。さらに先牧的な事  を行った。また、近年、介捜保険制鷹に  
例を必書としない大規模多変1データに  おける判定兼覇の九止しをすすめている  
おける一般的パターンの貞勤抽出アル  ドイツ連邦政府からの求めに応じて新た  
ゴリズムはユニークであり、先駆的な成  な暮介護駿東のあり方のひとつとして、  
果である。   れる。  このアルゴリズムを用いた方法に開する  

★料を捷供した。   

故知症・アルツハイ  山  18  最需科学  吉村 弘  金沢医科大学附属膚個で加ヰしている  岨囁時の筋t位をトリガー／りレスに変換  認知症亀有から、圃傷欄示とt巣刺激  本研究聯Ⅶにより開発されたr顎運動1ニ  151回日本口腔外科攣金総会のレポー  0  2  0  0  ■  0  0  0  0   
マ一所の予断および  総合研究  坪知症またはアルツハイマーホ患者の  して、確寛・視覚・体性感先刺激肇tを  中の脳波を計測し、長谷川式簡易知能  よる脳刺激システム』は、1優駿知症患  トとして、主任研究肴の発表内容が、以   
治環を目的とした中堀  なかで．曇谷川式¶易知能騨価スケー  駆動し，フィード／くック刺激を発生させる  騨価スケールに脳波州漬数分析のバラ  暮にも効臭が期待できるたれ将来的  下の医竿系新聞および歯科医肇系葡Ⅷ   
機能賦活口膣スプリン  ル、脳の画像、混血流、機能的唆含歯ス  ことのできる『■運動による脳刺激シス  メータを加えた新たな世知痘・アルツハ  こ、町立の高齢書医療施設との連携を  に稀♯された。くt）MBdic81Tribuno   
トの開発  コアなどの項目の換壬が可能であった  テム』を帥発し、このシステムを世知症患  イマ一席の進行度の判定暮坤の開発を  検附している。   ∨0l．3g．No．1丁、2006年11月23日、P43  

書齢書を対たとして、口腔機能性下と聡  「脳機能維持には白腹機能を低下させな  
知症・アルツハイマー椚の進行度の因果  いことが必事」（2）DontalTribun8Vol．3．  
関係を叫べたところ、畏谷川式簡易知能  N0．し2007年1月号、P‖「脳機能維持に  
評価スケールが低いほど、機能的吐合  は口腔杜絶を低下させないことが必事」   
せスコアが低く、鮨の■縮が噸讐にな  
り、温血流tも低下しているという緒集  
になった。このことから、脳札能を繊持す  
るたには口腔機能を低下させないことが  
暮■であることが示唆された．   用である可能性が示壕された。   

償t轟幕に関与する  円  用  最蠣科掌  広瀬 丑■  本研究の終了時超百鶉書は180名、盲  遺伝解析と平行して100▲以降の余命  なし   なし   平成18年4月5日 NHK＜l式してガッテ  ヱ  円  ヰ  3  了  10  0  0  0   
井田の研究一遇青書  ■書は250名の鯛董を莞丁した．この  ン＞取材メディカルトリビューンh18年  
肴及び畏蠣8ib椚董  鮮全例の50万SNPを用いたwh0l●  1月5839巻1骨折暮特暮＜超書齢  

i佃川1eSG抑が終了した。今年の7月ま  社会を♯望する＞メディカルトリビューン  
でに比較対照群の収集が寛了する。既  h19年3月15日40巻11号平成18年  
に対照群80例の解析が終了しており、  鷹厚生労働科筆研究長書科寧総合研  
近々に世界で初のwh01叫8nOm08Ganを  究成稟発表会   
用いた農事明遮遺伝子のリスト作成が  
露7する。思いがけない遺伝子が溺れ  
てくることが予想され今後の毛化研究に  
有用な辛がかりを与えるものと期待され   

ホ齢肴の連動による  q  18  最蓼科掌  田畑 泉  内臓脂肪減少と丑勤1に関するシステ  現場で健鷹つくりのための遭動指導を抒  健凛づくりのための運動指針2006くエク  平成20年鷹から稟施される特定俣欄闇  ウニッフ（膿鷹ネットh恍Pノ／…W．h朋此h  0  0  血  0  3  0  0  0  0   

健オ増進に関する攣  総合研究  マテイツクレビューと畏鶉に対する体九  う健止運動指導士専に、その相中の糟  ササイズガイド2006）におけるメタポリツ  噂におけるメタポリツクシンドローム予防  ーnOt．0r加／）上に、本研究で得られた   
術愉文の系統的レ  身体活動1．運動tに沸するシステマ  
ビューとそれに基づく  ティツクレビューを行い、成よを得た。   
文鞭データベースの作  える杉■に闇する文獣）に審あにアクセ  
成  スすることを可能にした。   

超曹波を用いたt粗  山  18  轟蓼科学  大西 五三男  書鬱鷹による押価ではtの形状や荷暮  脛サ部ET瀾定の精霊、脛サの剛性が実  現在まで－   本研究における超書波亡丁法を利用する  ★開園日本整形外科学食字術暮貧  D  ■  0  0  4  8  8  0  0   
鰹痘におけるt強度  総合研究  方向といった集肝の書折を予測するにた  測可能であり、甘粕∬症点書におけるt  方法は、榛董に優＃を伴わない、劇的挿  （2006 横浜）にてシンポジウムとして発   
絆価♯蓼の朋発  めに必暮な川嶋が考慮されていなかっ  のサ強度を騨価する方法としてET法が  1に対しても檎壬可能」附恥縫t自体  衰。書32回日本サ折治礪手金（2006 仙  

た。エコートラツキング（ET）法により、荷  は既＃の超嘗窟寝正に付加することで  
1■荷に対する動的な体内のサの歪を  提供され、安価に設爛できるなどの利点  
非優襲に計潤することが速成された。こ  を事する。さらに本義tによりサ折リスク  
れは、サ密度のように書1から書強度を  を定暮的に騨価し最適な予防法の遭択  
予測する方法ではなく甘の力学特性を  が可能となれlま、これによるす所思有数  
非優pに輿淵出来たことでありその青書  の減少が期待でき、これに伴う辰膚費の  
は大きい。   可能と考える。  削減にも繋がる。   

43   



脳卒中危険因子・発  17  18  曇幕科学  小川 彰  岩手県北広繊においてほほ全数の診療  償肝鯵l断における間鯵疇憎として、多く  着手県および岩手県E師食の行う地域  2  0  山  0  13  0  0  0  0   
症・壬介挫・医療費に  総合研究  鋒を確認して脳卒中覆農事を型別に明  脳卒中莞丘量録事業の枠組みを利用し  
闇する大規模樅断研  らかにした。また、地域脳卒中発症量餞  
究  

て研究を実施し、緒異について同量蜂斗  
において初発騒卒中t患数と鎚卒中死  嘗委■食に報告した。報告内容につい  
亡数との比が、1．8前後の数Ⅷであること  て、岩手県医師会甘専を通じて広報を図  
が確認された。健＃成人9．ヰ11名の追跡  る。   
では、脳卒中発症の危険眉子として年  
齢、血圧以外では闇■が明らかな捜査  
項目はなかった。圭介雌旺定も年齢、血  
圧が瀾遷した。血中脂rは高いほどそ  
の後の事介護旺是は少なかった。   

た。  

弾性は椎形成眉子DA  山  18  最蠣科学  中郡 智之  弾性繊維形成の分子■構についてはよ  引ヒのターゲット分子が何なのかはまだ  平成17年7月4日の日経新聞朝刊に研  0  3  0  0  5  4  2  0  0   
NCEを標的とした毛  総合研究  くわかっていないことが多いが、本研究  
化開運疾患の予防・治  

究内容が紹介された。   
ではDANC【という分泌タン′くクが弾性織  

■浅間発の研究  糧形成に必彿であり、DANGEタンパク自  
■に強力な弾性繊維書生活性があるこ  
とを示した．   ある。本研究では毛化と絶社中DANC【  

の変化の開運を明らかにし、DANCEが  
毛化間違寝息の良しヽ≠的分子候補であ  
ることを示した．  

Ⅷ性閉暮性肺疾患に  り  18  長寿科学  欄地 ■之助  中書痘以上のCOPD症例に対して、州中  COPD症例に対する神中益気濠坪与に  日本呼吸糟学会が発行しているr5集万葉  禰中茸気蕩は保険収載されており、酉  Modjc■＝■nbun●2007年3月22日の紀  0  3  u  0  2  ■  0  0  0  
対する漢方治♯の書  総合研究  益気濠投与により気虚の改書（身体のだ  より、感■t島国数および増悪回数とも  治療における医薬品の遭正な使用法ガ  洋薬と比較して安価である。書簡書で中  暮で、平成18年覆旺生芳■科学研究最   
用性騨価  るさ、気力、■れやすさ、風邪のひきや  書鷺に減少するという精霊が得られた。  イドラインJ（20朋年11月20日発行）に、  専虚以上のCOPD症1即＝対するょせ治  ■科学総合研究成果先妻食、積地義之  

すさ、食欲）、体上の増加、感t回数・叫  柵中益気濃には抗ウィルス作用がある  エビデンスを加えたと奪えられる。  徽薬としての嘱用性が示唆され、それに  助主任研究書による本研究集喪が採り  
暑回数の減少、宋暮状態の故事（ブレア  ことが一部朋与していると考えられた．ま  よる感T・増悪の抑制は．匿♯十の抑制  上げられた。tI性閉暮性肺疾患に対し  
ルフミンの檀の増加）、炎症の故讐（書  にも役立つと考えられる。   て、和中豊気濃緑与により憾■回触や  
態度CRP、TNF－α、ルー6の減少）、勤  急性増悪が減少、免疫増強能、炎症抑  
脈硬化楕欄の改讐（Adipon●Ctinの増加）  制能を発揮と陀下されている。   
がみられた。積中益気凛は、既＃の  
COPDガイドラインにみられない／くイオ  
ディフェンスとしての作用」全身性炎症  
の故書物1があることが示唆された，   

をもたらし、暮癌化移行の遷延化に零与  
しうることが示唆された。  

ソマトポーズに対する  也  18  長寿科学  寒川 Ⅹ治  主任研究書らが発見したグレリンは、成  グレリンの基礎的研究成果を暮盟とし  り2007年丁月7日の塵鯉新聞で、主任研  ○  丁8  0  0  32  山  □  0  0   
グレリンの躊床応用と  よホルモン（GH）分泌や摂食・エネル  究薯の書川は、グレリンの慢性間暮性  
暮盤的研究  ギ一代謝間断など多彩な作用を■する．  肺疾患の治療応用に関する鴎床研究を  

書齢書の健鷹維持に間櫨となる老年欄  開始したことが書遺された。之）主任研究  
のGH分泌低下（ソマトポーズ）に対する  書の寒川は、グレリンに間する研究成果  
グレリンの断たな生理作用解明を目的と  に対して、之005年廣武田医学賞、2006年  
し、以下の成果を岬た。り視床下部を介  度上照井を受賞した。   
したGH分泌・摂食冗進へのノルアドレナ  
リン神経の間与2）皮膚や■、書髄神鞭  
の相場増札促進3）筋蓼縮モデル動物に  
おける筋畢拍抑制l）欄色脂肪州側のノ   
ルアドレナリン分泌押倒引■尿ホの高  
血■の先走抑制も）心肺捜暮後の心筋IJ  
モデリング抑制   

データベース利用によ  り  18  長轟科学  差井 由★子  肪間書雄における系統的な記蜂およぴ  NCGGシステムは、断間■欄スタッフとの  本研究においては、ガイドライン専の開  NCG（】システムは、肪間■旺をはじめと  在宅ケアのTの肝価およびNCGGシステ  之0  24  5ヰ  口  30  1  0  ○  3   

る断間■蹟サービス  総合研究  客観的な在宅ケアの∫の絆価を可能と  協同により開発されたため、訪間■護現  発は行われていない。しかしながら、本  する在宅ケアにおける多面的・書札的仲  ムについて、あいち健鷹曇輝度1クラス   
辞価の闇黒  するシステム、「取立長蠣蚤徽センター  犠に即応用で幸、かつ、在宅ケアの多面  】済究事業では、NCGGシステムの開発過  鶴と、系統的な記録を可能にし、匿膚従  ター形成事業県民韓慮にて、一般市民  

方式断間■雄データベース入力支櫨シ  的・客観的な騨価が可能である。また、  権において、訪間書性においてどのよう  事書、各自治体の担当書を含めた、多  や医■従事者だけでなく、産業界にもそ  
ステム」（NCGGシステム）が開発され、そ  NCOQシステムは、斬間■穫スタッフの  な礪目を騨価すべきかについて檎肘を  暮穫における遍携の促進に丁鞭しうるも  の書義について啓発を行った。手た、よ  
の実用可能性が示された．NCG（】システ  バーンアウトを増大させることなく、記ヰ  1ねているため、訪問■輝をはじめとす  のである。また、霹レベルで高齢書の在  ■科事攫興財団の／くンフレツトや、主任  
ムを利用してデータを義積していくことに  集輝時間を短楕することが示され、多≠  る在宅ケアにおける騨価壌目の遭是に  宅匿★が推進されている昨今、NCGGシ  研究書の断眞群■のホームページに  
よって、利用書の状凱こt■を及ぼす旛  橿Ⅶ連携の促進、訪間■鰻業務の■撞  関して、ひとつの指針となると考えられ、  ステムの利用によって、現廿の実状に即  て、在宅ケアの賞の騨価およぴNCGGシ  
憂国の分析が可能である，本研究事兼  軽減に千林し、在宅ケアのT向上につな  将来のガイドライン開発の一助となるも  した在宅應欄の実現がさらに可能になる  ステムに関する研究内容および研究威  
の成果については、日本医事新欄、日  と書えられる。   1を公表し、一般四民への讐及・啓発活  
本宅年露学食、日本疫学食鬱にて公蓑  勤を行った。   
され、多くの研究書から大きな反書が  
あった．   わせを受けている。   
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小規挟多機能サービ  なし   なし   シルバー新報および介護新聞において  
ス拠点の成立条件と  総合研究   的サービスとしての宅電所尊号檻点とし  成よの紹介を凱ナた。   
多面的震開に関する  て断たな公共的サービスの撞い羊とな  
ビジネスモデルの穐築  り、シームレスケアを実現する1絨性を  
とマニュアル作成   実現する。生活恥Ⅷ慎における介唖予  

防と介護保愉サービスとの包括的拠点  
となる．運書面からみる拠点の横型は、  
①NPO法人や有限会社零、②母体施設  
と1構した社食積址法人や匿♯法人  
事、③社会積祉協汁会蝉によるもの④  
会田点間道警の株式会社零に分けられ  
る。人口規繰をベースにした地域特性と  
社会∫本形成に対応した自治体の主導  
性が1事である。   

考化に伴う神経変性  山  18  長寿科学  祖父江 元  毛年覇としての神経文性疾息lこ対し  ALSの積断償および職断≠輌折から  現在のところなし。   我が印におけるAしS亀有積断債の解  研究の鞭暮雪ホームページ   1丁  0        0  0  0   
疾患の最期微断疫学    総合研究  て」引剛鮒折自然匿把糧システムを楕  載が礪におけるALS亀有の1症鷹．憫  折から、人工呼吸羊禁書や桂t栄暮を  （ht叫ノルwwJiCal5jp／）上で公開し、広く   
研究ALSについて  要した。CRCからのtl舌による予後把壇  型、症状、震暮状乳優♯処tの書■  天魔しながら■饗する工症魔の高い■  聞r可能にした．我が℡における代震的  

システムにより、臨床覇■の1担を増や  事に間する情報が縛られ、日常診療、治  書の割合が取米に比して暮しく多い現状  なAしSに関する1薯団体である日本AJS  
すことなく維時的な情報収集が可能であ  ♯肘鳳策定専に活用することができる。  などが明らかとなり、行政面での1事な  協会に対して研究t十画を悦明し、機関托  
リ、艦匿による脱霜例をt小隈にして畏  t期予後の情報は鯵♯現qでのイン  ▲礎暮料を提供した。また今後のALS、  JALSA68号（平成18年5月12日発行）に  
期予後を把橿できる．このシステムは多  PDに代最される神経た性疾患の最期撒  
くの神様変性疾患愚書のt期像把攫に  断像情報の雷積lま高齢化社会を踏手え  
応用可能である。さらに鑑名化された遭  た適切な医膚・介護体制警傭をはかるた  
伝子リソースを輪びつけており、疾ホの  めの医療稽祉行政的れ点から霊事であ  
発症のみならず、通行、臨床ホ蟄、予後  る。   
と遺伝子多型との相関を解析する暮盤  
が贅傭された。ヰ後景きにわたり、我が  
鴎発の研究を支える責源となりうる。   

地犠における橿祉製  ロ  18  靂蓼科学  都築 嘲之  空気チューフと欺・簿フラステック板の  片麻陣における屈筋共間壇助が主因  なし  本研究で産掌t畏が」欄し積址糠鬱  ■山県欄祉機霹研究委■会設立（平成  0  0  0  0  口  0  □  2  8   
晶の研究開発体制の    総合研究  併用（空気チューブ・プラスチック板複合  となる瘍用上肢を．保持機能を持つ補助  の開発専に一致して取組む体刑を構築  17年10月）及びt山県楕祉機♯開発   
隻傭に関する研究  体）は．身休的1樵の少ない■体嚢■  上肢へ転機させることの可能性．並び  できたことに大きな王■があった。なか  推遭食▲股立（平成19年2月）が暮山  

の素材として雷用であった．苦た．血圧  に．ホ齢著書柱後膏の矯正・維持及び  でも、企業と袖祉施設が1攫し、利用書  県禰祉櫨讐産業♯輿政策として斬¶テ  
計用ゴム坤による充気で．空気チュー  にとって共に必羊で使いあい神社機♯  
ブ，プラスチック振複合体が身体支持可  の開発専を遺めることは、書齢書や陣書  
能な剛性を持つことが示された．空丸式  曹の方が地tで自立した生活を甘んで  
装1の使用は．片麻陣においては運動  いくことを目指す神社行政権遭の－■を  
野の可塑性の横縞．体幹・下肢において  植えるものになると思われる。手た、本  
は挿1という闇市変形辛素を軽減する  県が構る製造業・医薬関連tの地場産  
効果（免荷効t）があることが示された．   菓撫興という面でもす捜の可熊性のある  

ものとなった。   

高齢者の運動機能低  円  18  農舞科学  繕習 性弘  書齢書の運動♯機能性下に開通する壬  ホ齢讐の運動さ機能低下の主因となる  本研究において、EBMの憫点から運¶  本研究では、ホ脈書の運動＃儀熊低下  身体活動と手動は「儀す日本21Jの1壌  b  1I  2  0  J  山  0  0  0   
下騨1面法と回復運動  総合研究  礎的研究として、椎Ⅶ桁代謝に間する分  疾患として変形性関節症、牒ホ症、転倒  讐機能性下の主因となる疾患†こ対する  を予防し、モに、向上をはかる世界遭  目をなし、医療行政においてもホ齢書の   
膚法開発研究  子生物学的檎肘、日井生活動作の解  し鳥さ（運動蠣不安定症）、廉用症候群、  早期診断指標として必事な事井を抽出し  勤、ri■勤響の10年運動（BonoAnd  耳動器機能評価はt事な事茶である。  

析、体幹筋の血流計測などを行った。そ  頚ホ痛、大腿書頚部t抗および書粗餐  た。上妃のように、書齢書の運勤帯機能  JomtD●C■d8）」の日本璽■裁として、匹  本研究班において作成したアセスメント  
の結果、TIMP3が繊仰析代謝に1稟な  症をとりあけ、E白州の観点からこれらの  低下の原軋こは環壌眉子に加え全身の  内での施策繊肘目的での研究班構成を  フォームや、賽施した臨床介入k験楷書  
田子であること、下肢に変形を鶉する息  疾患に対する早期診断指柵、機能絆価  身体機能や陣書が大きく関与しているこ  行った。研究分程書ごとに書門チームを  ＝ついては手だ十分に瞥■されていな  
書では関節の不安定恨や筋モーメントの  のためのアセスメントフォームを作成し  と、さらに轟齢肴に対する持続的な運動  構成し、EBMの観点から連動♯機能低  い。特に幕齢看に対する挿絨運動療法  
低下が著明であること、負荷の大きい椚  た。多施設におけるコホート研究から、  ヰ法は機能改讐に有効な治欄であるこ  下の予断と治績に必事な書方を檀示し  の効果については、多施設による前向き  
屈などの動作は体幹筋の書血を生じる  ホ齢著に対する機能押価として精神状  とが確認された。以上の点を踏まえ、高  た。本研究班および日本整備外科学食  研究により十分なエビデンスが得られ  
可能性があることなどを明らかにした。こ  せを含めた全身■能の騨価が1暮であ  齢看運動機能低下の予防および回復に  が中心となり、今後地慎における臨床介  た。今後地方保険事事集またはガイドラ  
れらはいずれも運動書料竿の分野では  ることを明らかにした。さらに地1におけ  必事な対策を縫♯し、地方保瞼事業藁  入を実施・相場していくことで、運動♯疾  イン作成を行い、広く一般的周知を図る  
斬知九であり、掌術的意義が書いと考え  
られる。   持続的な運動■法は■能改讐に書効な  2肌減とすることが期待される。   

治ヰであることを確托した。   

軽度位知痘■前者の  山  18  鼻霹科掌  内儀 佳濡應  介打保倹制度の鷹正し後に書支攫蛇足  首床研究ではないので正接の効よはな  軽度鰹知虐高齢書に対す引綱拍帽の  軽度鰹知症ホ齢書の人数分布および状  0  0  0  0    0  ○  0   

介捜予防及び症状欄  総合研究  を受けることが想定される軽度峻知症書  いが、軽度鰹知症ホ齢書の状態像の特  内容および各項目における駿当事を明  態像を明らかにすることによって、制度   
和システム開発に闇  齢肴について、平成17年魔の椚董にお  憺を明らかにし、その騨価指橿として活  らかにし、世知症の特徴にE膚しながら  1止し後の書支援聡正についての暮礁   
する研究  いて全鴎の通所介護事業所および認知  用可能な1日を開発したことによって、  も介護予防を速成することを日橿とする  千料とすることが可能である。また、介護  

痘対応型共同生活介世事業所における  
人数分布を明らかにするとともに、状粧  葉柄）におけるサービスの賞の確保につ  
像の特書や居宅で介捜する書族の心理  いて、檎肘する材料となる．   

的特性を檎附し、その特憺を明らかにす  
ることができた。また、18年魔の間壬で  

は、制度鼻Ⅱし後の軽度旺知症書齢看  
の人数分布及び介仕予防サービスの中  
での軽度暖知症書齢肴の状態儒の特徴  
を明らかにした。   
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